
 

都
立
産
業
技
術
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

今
回
は
高
専
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
三
編
紹
介

し
ま
す
。

「
ロ
ボ
コ
ン
」

同
名
の
映
画
の
脚
本
を
原
案
に

し
て
、
著
者
（
大
崎
知
仁
）
が
書
き
下
ろ
し
2003
年

に
単
行
本
（
533
円
，
小
学
館
）
と
し
て
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
2009
年
に
文
庫
本
に
な
り
ま
し
た
．
な
お

映
画
化
す
る
ま
で
の
経
緯
、
映
画
台
本
は
監
督
古

厩
智
之
の
「
青
春
ロ
ボ
コ
ン
『
理
数
系
の
甲
子
園
』

を
映
画
に
す
る
」
（
740
円
、
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、

2004
年
）
に
載
っ
て
い
ま
す
。
成
績
不
良
、
や
る
気

な
し
、
彼
氏
な
し
の
女
子
高
専
生
（
長
澤
ま
さ
み
）

が
主
人
公
。
授
業
を
自
主
休
講
中
、
ロ
ボ
ッ
ト
工

学
担
当
教
官
か
ら
課
題
提
出
の
代
わ
り
に
、
迫
ら

れ
た
の
は
高
専
ロ
ボ
コ
ン
へ
の
出
場
で
し
た
。
部

員
３
人
の
第
２
ロ
ボ
ッ
ト
部
に
仮
入
部
し
ま
す
。

渋
々
地
区
大
会
に
参
加
す
る
が
初
戦
敗
退
、
し
か

し
マ
シ
ー
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
買
わ
れ
て
全
国
大

会
に
。
友
情
、
根
性
、
努
力
の
似
合
わ
な
い
男
子

た
ち
と
主
人
公
の
熱
い
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

清
々
し
い
も
の
つ
く
り
青
春
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
で
す
。

「
レ
ッ
ド
シ
ャ
イ
ン
」
プ
ロ
の
小
説
家
濱
野
京
子

著
（
1300
円
、
講
談
社
2009
年
）
で
す
。
高
専
生
を
主

人
公
に
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
製
作
と
レ
ー
ス
に
挑

む
物
語
で
す
。
著
者
は
「
高
専
と
い
え
ば
ロ
ボ
コ

ン
を
連
想
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
ロ
ボ
コ

ン
で
は
な
く
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
に
し
た
の
は
、
以
前
、

大
潟
村
で
行
わ
れ
た
レ
ー
ス
の
様
子
を
、
テ
レ
ビ

で
見
た
記
憶
が
頭
の
片
隅
に
残
っ
て
い
た
た
め
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
赤
い
ボ
デ
ィ

の
上
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
の
っ

て
い
る
の
で
レ
ッ
ド
シ
ャ
イ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
架
空
の
さ
き
た
ま
高
専
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
会
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
と
が
き
に
よ
る
と
福
島
高
専
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
会
の
学
生
、
Ｏ
Ｂ
、
教
員
の
取
材
に
基
づ
い
た

小
説
と
の
こ
と
で
す
。
先
輩
と
後
輩
、
顧
問
と
学

生
、
男
子
学
生
と
女
子
学
生
の
関
係
が
爽
や
か
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
著
者
は
「
ト
ー
キ
ョ
ー
・
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
」
（
高
校
生
，
こ
れ
に
は
日
暮
里
が

出
て
き
ま
す
）
。
「
そ
の
角
を
曲
が
れ
ば
」
（
中

学
生
）
「
木
工
少
女
」
（
主
人
公
は
小
学
生
）
等

の
青
春
物
語
の
小
説
家
で
す
。

「
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
青
春
」

ア
ル
ミ
フ
レ
ー

ム
と
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
使
わ
れ
る
ア
ル
ミ
構
造
の
こ

と
で
す
。
（
1200
円
、
文
芸
社
2010
年
刊
）
で
す
。
著

者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
よ
る
と
、
「
2002
年
の
ロ
ボ
コ

ン
に
参
加
で
き
る
年
の
生
ま
れ
．
近
畿
の
７
高
専

の
ど
れ
か
に
通
え
る
地
域
出
身
．
高
専
卒
業
後
紆

余
曲
折
を
経
ず
に
メ
ー
カ
ー
に
就
職
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
架
空
の
足
母
府
立
藍
座
高
専
の
「
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
研
究
部
」
の
部
員
間
の
も
の
つ
く
り

青
春
群
像
で
す
。
実
際
に
ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
、
製
作
、
組
立
、
改
良
そ
し
て

試
合
に
参
加
し
た
。
高
専
卒
業
生
な
ら
で
は
の
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
先
輩
と
後
輩
、
マ
シ

ン
本
体
の
製
作
を
す
る
機
械
班
と
マ
シ
ン
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
電
気
班
の
関
係
が
よ
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。
高
専
卒
業
生
の
た
い
へ
ん
意
欲
的
な
力

作
で
す
。

小
説
に
描
か
れ
た
高
専

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
で
す
。
暑
中
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
月
は
梅
雨
明
け
と
同
時
に
猛

烈
な
暑
さ
に
襲
わ
れ
、
私
の
よ
う
に
「
す
っ
か
り
参
っ

て
し
ま
っ
た
よ
…
」
と
い
う
皆
さ
ま
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

そ
ん
な
中
、
先
日
、
お
店
で
大
き
く
て
美
味
し
そ
う

な
ス
イ
カ
が
目
に
留
ま
り
、
持
ち
帰
り
が
大
変
な
の
を

承
知
の
上
で
思
わ
ず
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
速
冷

や
し
て
食
べ
た
ら
、
甘
さ
も
程
よ
い
上
に
、
何
と
い
っ

て
も
み
ず
み
ず
し
く
、
爽
快
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

ス
イ
カ
に
は
各
種
ビ
タ
ミ
ン
や
、
カ
リ
ウ
ム
、
リ
コ
ピ

ン
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
夏
バ
テ
解
消
に
効
果

が
あ
る
そ
う
で
す
。

私
は
「
美
味
し
い
ス
イ
カ
は
、
大
き
く
て
重
い
物
に

限
る
！
」
と
い
う
頑
固
な
（
？
）
考
え
の
持
ち
主
で
す

が
、
近
頃
、
大
き
な
ス
イ
カ
は
「
冷
蔵
庫
に
入
ら
な
い

か
ら
…
」
あ
る
い
は
「
家
族
が
少
な
い
の
で
食
べ
切
れ

な
い
か
ら
…
」
と
い
っ
た
理
由
で
消
費
者
か
ら
敬
遠
さ

れ
が
ち
だ
と
か
。
そ
の
た
め
か
、
お
店
で
見
か
け
る
機

会
が
昔
よ
り
少
な
く
な
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
私
に
と
っ

て
、
大
き
な
ス
イ
カ
を
「
ま
さ
か
、
ハ
ズ
レ
じ
ゃ
な
い

よ
ね
？
」
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
自
分
で
割
る
の
が
夏

の
お
楽
し
み
な
の
で
、
カ
ッ
ト
し
て
売
ら
れ
て
い
る
も

の
に
は
今
ひ
と
つ
食
指
が
動
き
ま
せ
ん
。

さ
て
、
当
店
で
は
今
年
も
夏
の
「
節
電
エ
コ
営
業
＆

セ
ー
ル
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

（
※
）
実
施
日
は
、
８
月
の
毎
週
火
曜
日
【
６
・
13
・

20
・
27
日
】
計
４
日
間
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
使
用
に
伴

う
電
力
消
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、
通
常
よ
り
も
朝
早

く
開
店
し
、
お
昼
過
ぎ
に
終
業
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

節
電
エ
コ

営
業
に
ご
協

力
頂
い
た
お

客
様
へ
の
感

謝
と
し
て
、

当
日
限
定
の

セ
ー
ル
や
、

ご
不
要
メ
ガ

ネ
の
下
取
り

・
供
養
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
下

記
枠
内
を
ご

覧
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、

修
理
や
ご
調

整
、
ご
相
談

も
大
歓
迎
で

す
。
こ
の
機

会
に
是
非
ご

来
店
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

■
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
■

南
千
住
５
丁
目
43
の
13
【
コ
ツ
通
り
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
休
業
日
の
ご
あ
ん
な
い
【
不
定
休
で
す
】
★

７
月
…
30
（
火
）

８
月
…
15
（
木
）
～
18
（
日
）
、
30
（
金
）

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
30
分
～
PM
７
時

◎
８
月
の
毎
週
火
曜
日
は
、
AM
８
時
～
PM
１
時
と
な
り

ま
す
。
（
「
節
電
エ
コ
営
業
」
本
文
を
ご
参
照
下
さ
い
）

土
・
日
…
AM
10
時
30
分
～
PM
６
時

メガネの
祐一郎君の
アドバイス

今
年
も
や
り
ま
す
！

「
節
電
エ
コ
営
業
＆
セ
ー
ル
」

消費生活アドバイザー

佐藤 祐一郎

（
※
）
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
は
、
将
来
の
人
々
に
放
射
性

廃
棄
物
の
ツ
ケ
を
残
す
原
子
力
発
電
に
は
頼
る
べ
き
で

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
節
電
に
努
め
る
と
共
に
、

ピ
ー
ク
時
の
電
力
消
費
を
抑
え
る
行
動
を
す
る
こ
と
で
、

原
発
が
不
要
な
社
会
を
目
指
す
「
意
思
」
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◎８月の毎週火曜日は、「あさ８：００から営業」し、「ひる１：００で終業」

とさせて頂きます。涼しい朝のうちに是非ご来店下さい。

◎当日は、各種メガネレンズをエコセール特価で販売いたします。

【例:通常15,000円の品を→エコセール特価9,900円（34％引）で販売…など。】

◎当日は、ご不要メガネの下取り・供養キャンペーンを行います。ご不要のメ

ガネ１本を、２,０００円（※）相当で下取りします（※当店メガネ商品券・当

日から３ヶ月間有効）。また、下取りしたメガネは、10月1日・上野不忍池辨天

堂「めがね供養会」にて、ご住職読経の下、供養させて頂きます。

【下取りしたメガネの返却は出来ませんのでご了承下さい。下取りはお一人様

１本限定です。ケース入りのままでも可です。壊れていても構いませんが、既

製老眼鏡・ファッショングラスは対象外とさせて頂きます。】


